
み
ん

なの
　あんし

ん

介護保険

◎
武
雄
市
内
「
も
の
忘
れ
外
来
」

（
相
談
と
診
療
が
可
能
）
の
医

療
機
関
で
す
。
〈
順
不
同
〉

・
石
橋
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

病
院

・
貝
原
医
院

・
古
賀
内
科
医
院

・
園
田
病
院

・
田
中
内
科
医
院

・
野
口
脳
神
経
外
科

・
持
田
病
院

・
つ
ち
は
し
医
院

・
佛
坂
医
院

・
毛
利
医
院

問
合
せ
先

　
杵
藤
地
区
広
域
市
町
村
圏
組

合
介
護
保
険
事
務
所

　
電
話
　
０
９
５
４

　
　
　
　
　
（
69
）
８
２
２
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（
電
話
を
お
か
け
に
な
る
と

き
は
、
市
外
局
番
０
９
５
４

か
ら
ダ
イ
ヤ
ル
し
て
く
だ
さ

い
。
）

　
武
雄
市
役
所
健
康
課

　
　
　
　
　
介
護
係

　
電
話
（
23
）
９
１
３
５

杵
藤
地
区
介
護
保
険
事
務
所
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
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/

認
知
症
を
予
防
し
よ
う

介
護
予
防
で
い
き
い
き
と

　
認
知
症
は
、
脳
の
障
害
に
よ
る
病
気
で
す
。
加
齢
や
病
気
な
ど

が
原
因
と
な
り
、
だ
れ
で
も
が
か
か
る
可
能
性
が
あ
る
病
気
で
す

が
、
生
活
習
慣
を
変
え
る
こ
と
で
発
病
を
遅
ら
せ
た
り
、
症
状
を

軽
く
お
さ
え
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
さ
っ
そ
く
予
防
に
努

め
て
、
い
つ
ま
で
も
健
康
な
生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
健
康
課
内
）
が
窓
口
と
な
っ
て
認

知
症
予
防
や
支
援
を
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
大
切
で
す
。

「
ち
ょ
っ
と
変
だ
な
」
と
い
う
サ
イ
ン
を
見
逃
さ
ず
、
受
診
に
つ
な

げ
ま
し
ょ
う
。

　
自
分
や
身
近
な
人
に
左
記
の
よ
う
な
症
状
が
現
れ
た
と
き
は
、
「
年

だ
か
ら
よ
く
あ
る
こ
と
」
「
た
ま
た
ま
体
調
が
悪
か
っ
た
だ
け
」
な

ど
と
思
わ
ず
、
か
か
り
つ
け
医
や
専
門
医
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

①趣味に積極的に取り組もう。
②有酸素運動をしよう。
③野菜や果物を多く食べよう。
④記憶力を積極的に使おう。
⑤人とのつながりを持とう。

認知症予防のポイント

◆
初
期
の
認
知
症
で
は
、

　
　
　
　
　
　
こ
ん
な
症
状
が
現
れ
ま
す
。

　
●
最
近
の
出
来
事
が
思
い
出
せ
な
い
。

　
●
物
を
置
き
忘
れ
る
。

　
●
同
じ
質
問
を
何
度
も
す
る
。

　
●
間
違
っ
た
言
葉
を
使
う
。

　
●
つ
か
み
ど
こ
ろ
の
な
い
お
し
や
べ
り
を
す
る
。

認知症かもしれないと思ったら

◆かかりつけ医
◆専門医療機関
　◎もの忘れ外来
　◎精神科
　◎神経科
　◎老人性認知症疾患センター
　　　　　　　　　　　　　など

介護保険制度説明会

　３月で65歳になられる方を対象に、制度説
明会を開催しますので、多くの皆さんのご出
席をお待ちしています。なお、対象者以外の
方もお気軽にご出席下さい。

　●２月20日（水）　10時～　　
　　　　　　　　本庁1階会議室

　●２月15日（金）　14時～
　　　　　　　　山内公民館　和会議室2

　●２月29日（金）　10時～
　　　　　　　　北方支所　２階第1会議室
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